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   Prostatic function is most accurately represented by its fluid. Using dogs as experi-
mental animal, prostatic fluid was collected trans-urethrally by the Huggins' method, and 
the amount of fluid secreted, protein content and fructose level were measured in non-
treated dogs and sexual hormone treated dogs. 
   1) Concerning the amount of fluid secreted after single stimulation with pilocarpine 
hydrochloride 78.3 to  92.5% of the total secretion was collected within the first 1 hour. The 
1 hour fluid showed monophasic or diphasic patterns. With multiple stimulations, the amount 
of fluid secreted was gradually decreased, while the resting fluid showed less differences. 
   2) The protein content of the fluid secreted was  565mg/dl as an average. In the 1 hour 
fluid showed highest content in the fluid collected within 10 minutes, followed by a rapid 
decrease until in 30 minutes when the decrease became slowly. By  means, of electrophoresis, 
fractions were demonstrated at the  0- and  7-globulin sites of the serum which were called 
as I and II fractions respectively with averages of 45.3% and  54.7% of the total. Glycopro-
teins were recognized 52.4% in the I fraction and  47.6% in the  H fractions. No lipoprotein 
was demonstrated. 
   3) Fructose content was  4.3mg/dl as an average. Change in its content by time in the 
1 hour fluid showed gradual decrease of slight degree. 
   4) With administration of androgen, amount of fluid secreted and protein and fructose 
contents were all increased.  Electrophoretically, both of the protein and glycoprotein were 
risen in the I-fraction. The maximum effect in amount of fluid was achieved with daily 
administration of 5 to 10 mg of TP, but the protein and fructose levels showed no remar-
kable difference with the dose of administration. 
   5) Inverse results were obtained with administration of estrogen. Combined treatment 
with the ratio of the androgen and estrogen at 20 : 1 resulted a dominant effect of estrogen 
with decreased amount of fluid, while it was unchanged with the ratio at  30 : 1. 
   6) With castration, the amount of fluid decreased in all dogs studied downto less than 
1 cc within 10 days, which was recovered with administration of TP at the dose of 20mg 




雄性付属性腺 であ る前立腺並び に精嚢腺 に関
する基礎的,臨 床 的内分泌環境につ いての研究
は近時 その進歩 は著 しい ものが あ り,過 去 に於
いて前立腺 の各種 ホルモ ン環境下 における前立
腺重量,組 織,組 織化 学的変動,組 織抽 出液 に
関する生化学,前 眼房 移殖に関す る幾多 の研究
等が な され てお り,特 にHugginsは犬 の去勢
に より萎縮 した前立腺 が男性 ホル モンに より回
復 し,女 性 ホル モソ投 与に よ り萎縮又 は分泌 を
停止す るこ とより人前 立腺癌に対す る抗男性 ホ
ルモン療法 を確立 した31)41)
前立腺機能 の内分 泌性 につ いてはSerralach,
Par6s,Exner等の諸説が あ り,大 方は否定的
であるが この点 についてふれず,当 教室 の多年
の課題で ある前立腺 の外分 泌にっ いて研究 の概
要 をのべ てみ たい.衆 知の如 く外分泌腺 である
前立腺機 能を最 もよ く表 わす ものは分泌液 であ
るが,純 粋に前立腺分泌液 を得 ることは容易で
な く,こ れが手段 と してマッサー ジに よる方法
が とられ るが,過 去 に於い てEckhard,Far-
re11によつ て犬 を実験 動物 として手 術 的に前
立腺痩 を造設 す る試みがな され,更 にHdggins
一派に よりProstaticisolationoperationを
完成 し,今 日までに種 々の改良が行 われ たが,
本教室 に於 ては専 らHuggins法が踏襲 されて
いる.著 者 もHugginsの原法 にな らつ て前立
腺分泌液 を採取 し,無 処置 犬 の刺戟後 の時 間的
推移 之よる分泌液量,蛋 白,フ ラ ク トースの変
動,去 勢又は性 ホルモ ン影響下 の変動 を観察 し
たのでそ の結果 について報 告す る.
実 験 方 法












2)分 泌 液 採取 法
前 立 腺 分 泌 液 の採 取 は 術 後2週 間 目 よ り開始 し,5
日間 隔 で 塩 酸pilocarpine10mgを静 脈 注射 し1時
間 採 取 法 を行 なつ た.採 取 容 器 は 口 経 の 小 さ い
Erlenmeyerflaskを細 帯 で 陰茎 に固 定 した.
3)投与 ホ ルモ ン剤
男 性 ホ ル モ ソ と し てTestosteronepropionate
(TP),2,5,5,10,20,30mg毎日,20日間,Testo-
steroneheptanoate(TH),50mgを10日間 隔2回,
女 性 ホ ル モ ソ はEstradiolbenzoate(EB)O.1,0.03
mg,10日間,混 合 投 与 と してTP,EBの20対1(5.
0:0.25mg),30対1(6.0:0.2mg)を毎 日,20日間
投 与 を行 なつ た.
4)総 蛋 白畳 測定 法
Biuret法でGornallの処方23)に従 い前 立 腺 分 泌
液0.5m1に 蒸 溜 水1.5m1で稀 釈 し他 にBlankと し
て生 塩 水2。0を 入れ た 試 験 管 に各 々Biuret試薬8.O
m1を 加 え,37。Cで30分間 放置 して 光 電 比色 計(540
mμ)で 測 定 した.
5)電 気 泳 動
第8回 電気 泳動 学 会 総 会 に お いて 発 表 され た 阿 部 等
の標 準 操作 法 に従 つ て 行 なつ た2).
L装 置 は夏 目製 作 所 製 のA型 整 流 器,泳 動 函 を 用 い
た.
2,炉紙 は東 洋 浜 紙No.51
3.緩衝液 はVeronalVerona1-Na緩衝 液pH8.6,
Pt=o.05
4。試 料 は1cm巾 につ き対 照 に血 清0.005m1,分泌
液 は0.02と0.06m1を各 々蛋 白,糖 蛋 白 の染 色 に供
した.
5.泳動 条 件,電 流 量 は炉 紙 の大 き さ,緩 衝 液 の 濃
度,液 面か ら炉 紙 水 平 部分 まで の距 離を 考 慮 し,炉 紙
巾1cmに つ き0.4mA,6時 間 泳動 に て原 点 よ り6
～8cmに 血 清A1が 移 動 す る様 に した.
6.染色,泳 動 後20分間100℃ に て乾 燥 した ものを
蛋 白 につ い てBPB染 色3)を 行 い,糖 蛋 自 はMc
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Manusの 改 良 法54)で,脂蛋 白 はSudanBla6kB
染 色 法(Swahn)91)で行 つ た.
7.吸光 度測 定 に はLumiconP型Densitometer,
フ ィル ター530mμ を 用 い た.
6)7ラ ク トー ス 測 定 法
Selivanoff反応 を応 用 す るRoeの 新 法85》を 改良
した 方 法 で あ るが,前 立 腺 分 泌液1.Om1に 水 「ZOm1
を 加 え,Somogyiの除 蛋 白法 に従 つ て10%硫 酸 亜 鉛
液,0.5N=苛性曹 達 液 を 各1ml加 え振 湯 し沸 騰 水 に
1分 間 浸 し炉 過 し,炉液2m1にResorcinol-thiourea
呈 色 液lml,塩 酸7m1を 加 え混 和 後,800C恒 温 槽
に10分間放 置 し,直 ち に流 水 中に 約5分 間 冷却 し室 温
とす る.6ACormanJunior分 光 々度 計 で520mμ
に て測 定 した.
実 験 成 績









































































































































































































前 立 腺 一1・ ・・・… ×2・
TH50mgを10日 間 で2回 投 与 で は30～40日に て約
4倍量 に増 加 し,全 く分 泌 量 の 無 い 例 で も20日 目に
6.2m1の分 泌 量 を示 した.犬No.102で は20,25日
頃 に抑 制 がみ られ,そ の後 にreboundphenomenon
が認 め られ た(第2表).
2)女性 ホ ル モ ソ投 与 群
EBO.1mg,ユ0日間 投 与 で は1/10量とな り,中 止後
5日 目に は分 泌 は廃 絶 し以 後 回復 せ ず,0・03mg投与
では1/3～1/4量に減 じ 中止 後 は しだ いに 回復 した(第
3表).
3)男 性,女 性 ホ ル モ ソ混 合投 与 群
TP5.Omg,EBO.25mg(2011)毎日投 与20日間
で1/10量に 減 少 し,同 量 を2日 毎 に 投 与 で1/4量 に減
少 し,TP6.Omg,EBO.2mg(30:1)で は20日目
に約1/3量 とな り,中 止 後 は20:1毎 日投 与 で は 廃 絶
した が,他 は やや 減 少又 は現 状 維 持 の状 態 で あ つ た.
これ はEBO.03mg単 独 投与 で 可成 りの 回復 が み ら


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































も良 く表 わす ものは分泌液で あることは当然で
あ り,し か も哺乳類の中で も比較 的大 き く.人
類 の前 立腺に酷似 し,一 塊 をな し左右 の側葉 に
区別 され,老 犬 に於 いては人類 に類似 した肥大
症 の所見 を示 し前立腺 の基礎的研究には好個 の
実験動物 である.即 ち1937年Zuckermanと
Groomens)が病理組織学的,病 態生理 的に も多
少 の相異はあ るが嚢 胞変 性,汎 発性腺増生,扁
平化生 をみる人類 の前立腺肥大 に極 めて類似 し
た肥大をお こす実験動物 は犬 のみである とし,
前 立腺 に関す る実験動物 として認 め られたが,
それ以前 にEckhardiS)が初 めて犬前立腺痩 を
形成 し,勃 起神経 の刺戟 に より前立腺分泌液 を
採取 した.更 にFarrell17)の記載 もあるが,
これ らをHuggins等33》は カニューレによつ
て膀胱 痩を造設 しProstaticisolationopera-
tionを完成 し,従 来 の実験 より長期 観察 を可
能 とし分泌液採 取 も容易且つ完全 に行 われ た.
更 に会陰部 の皮 下に前立腺を移動 し直接前立腺
痩 を形成 す るProstatictranslocationopera-
tionなどに改良 し分泌能 と同時 に前 立 腺 の大
き さの径測 も可 能に したが37),Marden等7・)に
よ り膀 胱痩 を造 らず,前 立腺 を尿 道膀胱両側 よ
り遊離 して腹壁 に直接前立腺痩 を形成 す るなど
の努 力がな され,更 にSierp等94)は膀胱小腸
吻合 に より尿痩 を造設 し尿路感染 を少 な くし長
期間 の生存 を計 つた.著 者 はHugginsの原法
にな らつた カニェー レを用い る方法 を と っ た
が,陰 茎包皮 の切離 に際 し左 右を 同一 縫 合 せ
ず,遊 離縫合 し陰茎損傷,感 染 を予防す る方法
を とつた,
分 泌液採取方法はEckhard15)によつ て始め
られ た勃起神経,下 腹神経 電気刺戟 に よる方法
が古 くか ら行 われ てお り,50)72)92)これはOrth
等に依れ ば下腹神経刺戟 は分 泌を充進 し勃起神
経 のそれは分泌 され た液 を尿道 内に送 り出す作
用のみを司 るとし,電 気刺戟 は人類 に於いても
臨床 的応用が試み られ てい るが,一 方Farrel1
等ユ8)によ り副交感 神経刺 戟薬物で分泌量 の 増
加 を 示 し,epinephrin,nicotine,acetyl-
cholineで軽度の分泌 の増 加 が あ り,piloca-
rpineによつ て更 に効果 的であ ることが認め ら
れ,Huggins,Scott,Rosenkrantz等はpilo-
carpineにょって一連 の実験 をな して来 たが,
著者 もpilocarpineの静注に よつ て 分泌液採
取 を行 った.Huggins3s〕は塩酸pilocarpine
6mgを1回 量 として使 用 し,Rosenkrantz等
86)は10mg,Scott等109)は体重kgに0.7mg
を用い てお り著者 は1.Omg/kgを平均 として
10mgを使用 した.採 取時 間を1時 問 と したの
は この程度の刺戟 では1時 間分 泌液 量は数時間
の80～90%を占め る ことか ら長期 間の固定は犬
の疲弊 を きた し易 いと考 えたためであ る.




d1で あ り個体差 が可成 り認め られた.同 一犬
におい て時間的推移 をみ ると最初の10分と次の
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10分以 後の含有量 は急速 に低 下 した.こ れは
Walton等109)によると最初 の分泌液 は腺 腔中
又多量 の分泌穎粒 を有 す る上皮細胞上端部 の も
ので あ り高濃 度の分泌 成分 を有す るが時間 とと
もに分泌 穎 粒 の低 下 をみ とめ ることと一 致 す
る.人 精 漿で は蛋 白の殆 ん どは熱で凝固せず,
容易に半透膜 を通過 する所 謂,Proteoseであ
るとしてい る24)s5)83)87)著者は このBiuret反
応を示す蛋白体が如何 な る蛋白 あ り,そ の分子
量 の程度を究 める ことは出来 なかつたが,こ れ
を電気泳動 に て,犬 血 清蛋 白電気 泳動像 と比較
検討 したが,犬 血 清蛋 白は1950年Lewis等62,
により,A1,α・,α2,β,φ+γ、,γ2G1の6分
劃,1953年Bogth7,によ りAl,αbα2,α3,
α4,β,,β2,γG1の8分劃 を認 めてい るが著者
もLewisに近い分劃 を認 めたが γ、,γ2分劃
を合 わせ て γ として,犬 前立腺分 泌液 の泳動
像 と対比 する と β,γ相当分劃 にのみ染 色帯 を
認 めた.更 に約3倍 量 の試料 に よる泳動 にて糖
蛋白染色帯 も同様 β,γ相当分劃 に認 めたが,
前立腺糖蛋 白体 にっい てはSeaman(1956)95)
96,が犬前立 腺でPAS染 色で上皮 の遠端部 に
染色 され,人 前立腺 の澱粉 小体 で多糖類 として
反応す るglycogen,glycoproteinの形 の蛋 白
等を含む とし,Arcardi(1952)17)も犬前立腺
について腺上皮 の分泌端 で穎粒 状の反応物質 を
認め,恐 らく蛋 白 と結合 した91ycogenを含 ん
でいる と思 われ,分 泌液中 に も当然 この糖蛋 白
体が含有 され ると考 え られ たが,そ の量 は極め
て小 であつ た.脂 蛋白質 に関 しては染 色帯を認
める ことが 出来 ず,Blix,Tiselius及びSvens-
sonは血 清脂 質の大部分は電気泳動 の蛋 白分 劃
の α,βG1分 劃 に含 まれ ると し,Eder16)・
Chapini3),小林58)は血清脂質 のすべては蛋白
質 と結合 して脂質 蛋白を形成 して血 中に存在 す
るとしてお る.分 泌液 中の コレステ ロールにつ
いて教室 の宮尾59)は微量 であるが10～20mg/
d1を 含有 してい る とし,こ れが蛋 白体 との結
合 は明 らかではな いが,恐 らく含有量が微量 か
又 は遊離 脂質 のた め電気泳動分 析が 出来 なか つ
た と考 えてい る.Moore等76)も脂質窒素 の存
在 を認めていな いが,脂 質 炭素,燐 脂質,コ レ
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ス テP一 ル につ いて そ れ ぞ れ1.5,0.035,0.3
mg/gm以 下に認め てい る.Pretle(1948)は
人前立腺 のLipidとくにLipidprotein代謝 の
研 究でSudan好 性 の滴 状脂肪物質 を 認 めた
が,こ れは腺のすべてにあ るのではないので分
泌物 の主 な構成 物 とは認 め難 い としている.し
か しSeaman(1956)は犬前立腺でSudanB
染 色に よる脂肪 の分布 を認 め,分 泌物 の大 きな
構成物 であ るとしている.
次 に フラク トースにつ いて従来,精 漿中にあ
つ て精子 エネル ギー源 と し てIvanov,Em-
mens,Chang,Mann等に よって重要 視 され
た.人 類 をはじめ多 くの動物では精 嚢腺 で産生
され睾丸,副 睾丸では精子運動 を認 めず,フ ラ
ク トースは証明 されていないが,ラ ッ トでは前
立腺の凝固腺で産生 され るとされ,精 嚢腺 を有
しない犬では恐 らく前 立腺 にある と考 え られ極
めて微量に含有 され,Slovtzov(1916)の分析
以来,ク エ ン酸 と共に微量 であるるとされ てい
るが,武 田1。7)は18mg/d1とし,Bartlett6)は
0,6mg/d1(2.3～0.3mg/d1)としてい るが,著
者 の測定 では平均4.3mg/d1であ り,時 間的推
移 は蛋 白含有量程 に急速 な減少 を み な か つた
が,徐 々に低下 した.こ れ は糖質が蛋 白の様に
Walton等の説 とやや異 る もの と考 え られ る.
男性 ホルモン(以 下 男性 ホ)の 前立腺分泌液
に対 する影響 については,前 立腺が男性 ホ依存
臓器 である ことは1786年Hunterが前立腺を
含 めた副性器,性 器が睾丸 に依存 してお り,去
勢 に より萎縮 し,一 側除睾 に より変化 しない こ
とを記 し,Moore等(1930)75)はラッ ト前 立
腺組織変化 を睾丸 ホの指標 とし又は睾丸 抽出物
の注射 によ り去勢 ラッテの前立腺萎縮が回復 し
た ことを報告 して以来Lower,Callow,Dean-
esly(1935),Rdssle,Zahler(1938),Seyle
(1947)等に より前 立腺 の発育,重 量増 加に関
す る報 告は数多い.分 泌液 に関 してはHuggins
等33)37)によって分 泌量 の増 加する ことが 報告
され てい るが.Scott97}は未成熟犬にTP10mg
/日投与 で3～7日 で分泌 を得 た とし,著 者 の
実験 に於いて も2.5,5,10,20,30mg投与 の
いずれ も分泌量の増加を認めたが,投 与 日数 に
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よつ て異 なるか も知れ ないが20日投与 では投与
量 と相関 々係 は認 め られず5.0～10mg投与群
で増加量が多 く,20～30mg投与 では中枢抑制
作用 のた めか,前 者程 の増加 ではないが,投 与
中止後 の減少傾 向は緩慢 であつた.THに 関 し
てはtestosteroneがheptan酸と結合 し,エ
ステル化 され強力且つ長期間効果 を示 す もので
depot剤として使用 され る もので10日間 隔で2
回投与 して長期間 にわた り効果 を認 めた.
分泌液 中蛋 白に関す る研 究は少 な く,Hug-
ginsもホに よる影響 は除睾後TPを 投与 した
場合0.6mg/d1であつた と,道 中77)はポー ラ
グ ラフでTP総 量 ユ00～150mg投与 でP蛋 白
波高 は ピー クに達 するが,以 後下降 の傾 向を認
めた.著 者 は電気 泳動分析 で蛋 白,糖 蛋 白共 に
1分劃の増加傾 向を認 めた.
フラク トースにっいては先 に記 した如 く多 く
精嚢腺 で産生 され るため,精 嚢腺,精 液 につい
ての男性 ホに よる増加 の報告 は多 く,Mann等
に よ り各 種動物 実験で認め られてお る,前 立腺
では武 田1。7)がラッ トを用いた副性器 内の果糖
量 の変化はAndrogenの生物 学的測定 が可 能
としてお り,当 然男性 ホ投 与に より増加 し,分
泌液 の場合 と一致す る.
女性 ホの前立腺 に対す る作用は抗男性 ホ作 用
と中枢抑制 に よる間接的な もので,従 つ て前立
腺 は萎縮化 し,機 能低下す ると考え られ るが,
1933年Lacassagne63》.David14)等のラッ ト,
マウスに対す る女性 ホの長期投与又は去勢 と女




与 して肥大 し組織的 に も扁平化生を認め,更 に
老犬 に総量1,010mgを202日間投与 した例で は
対 照は肥大 したに もかかわ らず,変 化 しなかっ
た.こ れは正 常犬前 立腺肥 大が男ホ過 剰に よっ
てお こると云 う説(R6ssle,Zahler1938,Hug-
gins,Clark1940,T6rnblomユ944)と一致 す
るところで あ り,Tennissen(1956)も少量 の
EBで は大 きさそ のものには変化をみない とし
てい る,分 泌量に関 してもHuggins等s6)は
0.4～1.Omg5日間投 与で0.1～0.4ccに減少 し
23～59日で1ccに 回復 している.著 者 の実験
では10日間投与 であ り・,0.1mgでは分泌 は廃
絶 し,0.03mgでも著 明な減少を示 した.蛋 白
量 とフラ ク トース も減少 した.フ ラク トースの
女性 ホに よる減少 の報告 は多 いが前立腺,精 嚢
腺 の蛋 白分泌 に関 して も生体 のAndrogenレ
ベルに関係 し,女 性 ホで低 下す る事がHecke1
等47》Huggins4"・)によつて認 あ られ ている.
男性 ホ,女 性ホ混合投与 に関 しては前記 した
如 く女性 ホは投 与量 と投与期 間に よつ て前立腺
は複雑 な様 相を示すが,一 般 に重量 は減少 し,
萎縮 し,分 泌 量は減少す るが,男 性 ホは逆 に重
量 を増大 し組 織的 に腺上皮 の増 生,増 大 を示 し
活性化 し分泌 量を増加 す るが,こ れ を混合投与
した場合Frend等 は男女両性 ホ併用が男性 ホ
単独投与 より効果が大 であ り,西 村79,も男性
ホ作 用に よ り増強す る ことを認 め ているが長期
では 男 ホの 抑 制 作 用 あ りとして い る.Wo-
odruff,Umiker(1960)110》は女性 ホ,男 性 ホ
比が2:1に なれ ば前 立腺 形態 は変化 しないと
した.こ れが直接前立腺 に作用 し合 うのか又 は
他の内分泌系 を通 して変化 を示す のかは明 らか
ではないが,Woodruff,Perez-Mesam〕は垂
別 ラヅ トに於 いて前立 腺は著明 に萎縮 するにか
かわ らず女性 ホ対 男性 ホが2:1で ほぼ正常 に
あ り,去 勢 に よつ て も2:1で 最低 限界 の正常
値に あっ た.亀 甲60)はラッ トで男性 ホ薄女性
ホ,20:1で はTP1回 投 与量0.5mg,総 量
4mgで は副性器は萎縮 してい るが8mgで は
萎縮せず30=1で は4mgで も萎 縮を防止 し
た.Huggins36)は女性 ホが男性 ホ投与に よる
分泌量 の増 加の効 果を除去 する即 ち分泌量を一
定 の状態 にす る所 謂plateauはEBO.4mg,TP
10mg(1:25)で あると し,女 性 ホを これ以
上増加す ると分泌量 は減少 す る.著 者 の場合1
:20で著 明な減少 を認 め,1:30の 場合 も可成
り減少 したが,略 々plateauに近い分泌量を
得た.蛋 白量 も1:20で は減少 したが,1:30
では一定 の変化 をみず,泳 動分劃 にも変化が少
なかつ た.去 勢 に よ り前立腺が萎縮す ることは
当然 であ り,こ れは男性 ホ投与 に より可逆 的で
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ある.即 ち10日後 にす でに全 例に1m1以 下 と
な りTP5,10,20mg投与 で投 与量 の多 い程,
去勢前量又 はそれ以上に増加 し,中 止後 は急速
に減少 した.フ ラク トース は去勢 に より低 下す
るが10～15日で分 泌量が少 な く測定 不能で ある
がMann等46)66)67)は去勢 ラッ ト,兎 で精液果
糖量が2週 間で殆 ん ど消失 しTPに よ り回復 を
み とめてい るが本実験 ではTP投 与量 に よる
差は認 め られなかつた.武 田107)は果糖量 の変
動は体 内男性 ホ活性度 に応 じて極め て忠実 に反
応 し副性 器重量 よ り鋭敏且 つ高度で ある と報告
してい るが著者 は前立腺分泌液量 が最 も鋭敏 に
反応す ることを認 めた.
蛋 白につい てProter等84)はラッ トを去勢 す
ると精嚢腺 の全窒素量 は減少 しTPに より重量
増加以上 に増加 を認 めてい る.Gassnes等30)48)
は牛精液 の遊離 ア ミノ酸が去勢後3週 間で消失
しTPに より回復 す るが ア ラニン以外 は低 値
としてお り,分 泌液 中蛋 白 も去勢 に よ り減少 し
TPに より回復 の傾向 を認 めた.
結 語
犬を実験動 物 と しHugginsの方法 に従つ て
前立腺分 泌液 を経尿道的 に採 取 し,分 泌液量,
蛋 白,フ ラク トースについ て無処置犬並 びに性
ホの影響 につ いて検討 した.
ユ)分泌液量 に関 しては塩酸pilocarpine1
回刺戟で は最初 の1時 間に92.5～78.3%の分泌
量 を得,1時 間分泌液 は1相 性又 は2相 性 の分
泌相 を示 した.頻 回刺 戟では漸減す るが,rest-
ingfluidは余 り変化 を認 めなかつた.
2)分泌液 中蛋 白は平均565mg/d1であ り,
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ユ時間分泌液 中,最 初 の10分間が高 濃度 であ り
以下激減 し,30分以後 は漸 減状 態であつた,電
気泳動 に よ り血清蛋白 の β,γG1相 当に分劃
を認 め1,1[分劃 とし平均45.3,54.7%であ
り,糖 蛋 白は1分 劃52.4,■分劃47.6%であつ
たが,然 し脂蛋 白は認め得 なかつた.
3)フ ラク トースは平均4.3mg/dl含有 され
てお り1時 間分 泌液 中の時 間的変動 は軽度 なが
ら減少 を示 した.
4)男性 ホに よつて分泌量 は増加 し,蛋 白,
フラク トース量 も増加 し,電 気 泳動 において蛋
白,糖 蛋 白共 に1分 劃 の増 加を認めた.分 泌量
はTP5～10mg毎 日投 与で最 大効 果を示 した
が,蛋 白,フ ラク トースは投与量に よつて余 り
差はなかつた.
5)女性 ホでは男性 ホと逆 の成績を示 したが
混合投与では男性 ホ対 女性 ホ20:1では分泌量
も低下 し,女 性 ホ作用が優位 を示 したが30:1
ではplateauに近い成績を得た.
6)去勢 に より分泌量 は10日目で全例 が1m1
以下 とな りTP投 与で回復す るが20mg投 与
で最大 であつた.蛋 白,フ ラク トース もー平 行 し
た値 を示 した.
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